




　NOは、スポンサーシップ・プログラムを含めた
支援事業の調整を進めるため、2006年に開設
されました。現在、田中真理子事務所長のもと、
8名のスタッフが勤務しています。田中事務所長
は、在ネパール26年、長年ネパールの子どもたち、
地域の改善のために働いています。
「スポンサーの皆さんにはチャイルドたちをご支援
いただき、ありがとうございます。RBPWをバック
アップし、組織としての能力を高めることにNO
は力を入れています。今までに支援地で一番
うれしかったことは、学校が嫌いで休みがち
だったチャイルドが、朝早い補習クラスで、
(次ページにつづく)

もじもじして答えようとしません。アルンさんが「学校に行きたくないのは、何か嫌なことでもあったの？」と
聞き直しました。すると、チャンドラ君は「嫌なことはないけど、朝学校に行くとき眠くて、それで行きたくなくなる」
と答えました。アルンさんは、訪問を終えたカルパナさんに、問い詰めるような訊き方は場合によっては相手を責
めることになること、相手の立場に立って答えやすい
ように質問の仕方を工夫すること、そして本人を認め
て励ますことの大切さなどを、一つひとつ細かく丁寧
に助言しました。カルパナさんは、アルンさんや
RBPWの他のスタッフからの助言が、家庭訪問を実
践するうえでとても役に立っていると話しています。
＊チャイルドや家族を訪問するスタッフのほとんどが18歳から23
歳で、10年の勉強を修了しているが、社会経験は決して多くな
い。

山間を歩いてチャイルドの家庭を訪問するスタッフ。

集会の後で、司会・進行役のスタッフ、ドゥルガさん（19歳）に
助言するアルンさん。頭にかぶっているのは、ネパールの帽子
「トピー」。

月１回、地域で開かれるチャイルドたちの集会。

「皆さん、ナマステ！」　NOのスタッフ。

ネパール事務所（NO）の役割
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